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も　不良巣の発生、第2園の通りで、5月下旬までは

樗準区が発生多く、次いで接木親壷1本位立区、接木子

蔓2本仕立の版に少い傾向を示したが．6月上旬以降は

経木親皇1太仕立居．桜木子蔓2本仕立区が多く，榛準

区が少く，5月下旬以前と全く反対の傾向が見られた．

全期に通じては椋準区が多く，次いで接木親蔓1本仕

立庭．接木千隻2本仕立居の服に少h傾向が見られた．

5・　考　　　　　縦

また恕木栽蔓1本仕立区は5月上旬迄の収量が最も多
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くなっているが．これは接木によって耐低温性が蝕くな

ったことによク，標唾区よ少後れたものと思われる．

接木子整2本化立区は全期を通じ生育の避柾と減収が

見られたれこれは生再初期の嫡芯による壁再迩畦と．

雌花け隼が仏師位からで－それが着果肥大し．負担巣が

生芋川期から増大したための影響が大きかったものと考
えられる．

しかし6月上旬以降は標準区が錬れ・接木観象1本仕

立一様水子蔓2本仕立区共に劣っている，このことは巣

樋に於いては一般に接木歯の生育は抑制される場合の多

いことが認められ・またそ菜に於いても千葉農試の石橋

氏はトマトについて同様な結果を報告し，さゆうわでも

観祭されたと述べてレしろが，本試験でも同様な抑制現象
が観察された．

不良巣の発生は5月上旬までの比較的陰湿期間は接木

親妻1本仕立区・接木子蔓2本仕立区共に侯準区に比し

発生が少い傾向を示しているが・これは接木によって耐

低温性が強まったためと考えられる・また6月上知以降

の温度的に恵まれた時期には低温期と反対に接木宙の親

隻1本仕立・子壷2本仕立区共に恕準区エカやゝ発生が

多い傾向にあるのは判然とした原因は不明であるが，接

木による抑馳作美の影響とも思われる．

以上の結果・接木子蔓2本仕立は栽稚本数は模準区や

接木親蔓1本仕立に比し2分の1の本数で足りるが．駅

長は早舶及全期共に親憂1本仕立区よ少減収が甚しかっ

しかし雌花の着生は鹿端を差は見られず・雌花着生率

では処丑区間中屋も獲れ安定していたが，雌花着生托対

する収穫黒革が劣っていることが見られた．

収穫果率の低い原因は観察では雌花が開花后に不完全

発育果て終るものが多かったためである．

接木子塵2本仕立の実用化にあたってはこの雌花の開

花后に不完全発青果に終るものを少くして収穫果率を高

める検討を行なう必要がある．

セ　ルリ　ー　の　栽植密度　に　関　す　る　試験

伊　　藤

（宮城膿農試岩沼分場）

セルり‾の需姿は年々増加の悼向にあるが，まだまだ

一触野采としての哨貨は少く，又栽培も少い．これは人

忙よって非常に好き嫌いが嶺くそじみにくい野菜である

ことにも‾凶はあるが・他格が高いのでまだまだ高級野

智

来であると云う観念が強く．このことも大き在原凶の一

つであると考える・しかしこうした種知の生食野菜につ

いては．これを大衆化すると云うことも基数な扶助であ

り，消安着が購入し易い程度のものを．必袈量生産する
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方向に日憶をおいて，栽培技術も考慮されなければなら

ないものと考える．

このような観点に立って．お経密度と生肯，品質等と

の弛係につ1′1て検討したので．その結果忙ついて報告す

る．

1．　試　験　方　法

品種コーネル619　を用い，畦巾1式上州の3粂梱，遁0

畑4集塵（条間各卸畑）の区を設け．株間は各々か瓜，

訃仰．40mとした・

1区面横は6d－，7・5㌔．3回反榎で実施した．

播種期は2月8日温床育苗としたが．宵宙温度は最低

気温15●C前后以上に保ち，最高は五℃以上にならないよ

うに管理した．定植期は5月19日．施肥量はα当り〟6

晦，P a晦，∬4晦，他に堆肥400晦．消石灰10Kク，大

豆粕別物を施与した．

生育及び収穫調査は，7月8日．7月18日，7月盟日

の3回に亘り抜取り分解調査を行った．

2・蛙尭並びに考察

成績の概算は図及び表に示す通わであるが，圃場托か

ける観察でも草丈及び株張力は．6月中旬頃までは各区

共その差は見られなかったが，6月下旬頃よカ各区の間

搾差が謎められるようになり．7月上旬からの生育追跡

調査でも明らかを差が弛められた．

草丈及び染柄弟1節長虻第1・2図のように，両者

共に同様の傾向にあ少．これを各区について見ると．睦

巾か影響は殆んど認められず株潤む影響が強く．株聞か

C調区が草丈・葉柄良共に最も良く，御用区．亜畑区と広

くなる程短くなっている．
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第2回　第1節間長

彙柄の大きは第8図のように瞳巾の影響も若干認めら

れ．1釦戊区上り1甜Ⅷ区の方が細い．株蘭の関係では

亜畑区が最も太く．まhm，2m皿と狭くなる程細くなって

おれ　草丈及び第1卸間長と全く逆の関係にある．
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第3図　葉柄の太さ

一株室については弟4国に示した通力，駐巾の形馨も

若干謎められ．7月8日の調査では珠聞知皿区を除いて

1劫．刀匠が柏重く，これが旭日の調査でも同様の傾向が

謎められるが，盟日の調査では逆に1皿（刀匠が重くなっ

ている．このことは最も密臆された餌瓜区では相当早く

から密膚の影響をうけるが，訃畑．亜瓜区では．急速に

肥大伸長の行なわれる后期に，その影響が現れたものと

考える．株間については．7月8日調査では公理区が柏

不良であるが．船脚．胡瓜区では殆んど差吐見られをレ．

しかし旭日調査では株間亜戊区が最も重く，試hね，2飢血

の偵【乞なっている．これが盟日調査では東にその差が開

いている．
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鮨1表　収穫期の個体訴査
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注　葉酸は長さ1．割まで

葉柄の長さは節聞中央部を測定
重量は根切重

弟2表　病害層柄翠及収穫率
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病害羅柄率では蛭巾の膨漆は助ちかではないが．接触

については軌靭病にかいて出仙される挫多く．特に出頭

区にかいて多い・バイラス病では一定の仙向は始められ
至レ．

｛艮株については瞳恒ノ影響も若十謎められ1知慮区が

多いが・株間の彫富が強く智櫨される程多くなっている．

収産は本数においては・密醸される担病害及び不良株

が多く・収秘準が他いため敷地本数の割合には収穫本数

が少い給架となっている・したがって瞳巾の関係では収

穫本数は・瞳巾畑用区が柏多いが扱者を麦吐なく，転

向の陶係でも穀的本数に比し・収穫本数の差は少い転撫
となっている．

重量について見ると・瞳巾の彫智も誠められ．収穫本

数にかいて少なかった皿Ⅷ区が多くなっている．株間

については，やは少載値本数の多い劫用医1測厄区．胡

瓜区の腋に重量も多いが・その差は本数の捻合よ少史に

接近して小さくなっている・このことは租触区桂一株主

が重い鮎巣からくるものである．

以上のことから・本試鋏にかける栽植松虹は，畦巾遁0

叩3粂植区は1静聞，4粂植区に比して収穫率が高いた

め・‾定面横当りの栽植本数は少いが，収棲本数には殆

んど狂少なく・一株重が重いので逆に重量では多く．又

品質も相疲れ営農作業の政等を考應すると，瞳巾は雌

畑，粂陶お肌　3粂膚がよいと考える・株間は，劫Ⅷ区

では楽柄第1卸間長も良く，収穫本数及び重量において

最も夢いが・葉柄の太さ及び一株重が少いこと．及び不

良株が多く収穫率が低い等の軋点があわ．亜用区では全

くこれと逆のことが考えられ・特に陶磁となるのは染柄

井1節間長の短いことである・したがって収量．品質等

を考慮して株間は釦虎が適当であると考える．
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